先月 某 新聞に 競輪の こと を 書いた が、 そのと き はま 

だ 競輪 を 見た ことがなかった。 二十 万円ち かい 大穴 だ 

ふんじょう 

の、 八百長 紛擾 、 焼 打、 そうかと 思う と女子 競輪な ど ゝ 

殺気の 中に 色気まで あり、 百聞 は 一 見に 如かず と 食指 

をう ごかして いたが、 伊豆の 辺地に 住んで 汽車 旅行が 

キ ライと きている から、 生来の 弥次馬根性 にも かかわ 

らず、 出足が おくれた ので ある。 

二十日 あまり 坐りつ > けて、 予定の 仕事が 全部 かた 

づ いた。 こんな こと は、 ここ 三年 間に 始めての ことで、 

たいがい 翌月 廻し、 無期延期 など ゝ 後味の わるい 月日 

を 送って きたが、 珍しく 二十日の うちに 五ッ ほどの 仕 



事が キ チンと 片づ いて、 あと 三日間ぐ らい は 天下 晴れ 

て 遊べる こと、 なった。 よって ジ ヤン パ— にり リ しく 

身 を かためて 出陣に 及んだ のが 東海道 某巿に 於け る 競 

輪であった。 私 は 背広 も 外套 も 持たず、 冬の 外出 着と 

いえば この ジ ヤン パ— が 一 着で あるが、 あたかも 競輪 

へ 微行の ために 百 着の 服の 中から 一 着 選んで 身に つけ 

たように、 競輪 ボ スか 大穴の 専門家 かと 見 ま) J う 豪華 

な イデ タチ であった そうだ。 (と 人が 思った ので はな 

く、 拙者が 思った) 

競輪場で 新聞社の 人に 会う。 巿の 役人に 会う。 青楼 

の 内儀に もで くわす。 拙者 往年 この 町に 住んで いた こ 



も 何にもなら ないから、 やわらかい 方面から 渡り をつ 

けて、 三 名の 選手 を 夕食に 招 じ、 腹蔵ない 話 をき いた 

ので ある。 

甲 は A 級 選手で 二十 三 歳。 たいがいの レ— スに 本命 

又は 対抗に おされて いる 選手 だが、 この 競輪で は 負け 

つづけて いる。 乙 は B 級の 無名 選手 だが、 この レ ー ス 

では 一着 を 出して いる。 十九 歳。 丙 も B 級の 新人で 十 

七 歳。 彼ら は 酒 も タバコ ものまなかった。 年の 若い せ 

いも あるが、 その 害 も 知ってい るの だ。 

競輪 期間、 選手 は 一 日当り 千 百 円の 宿泊料 をう けと 

る。 これ は 主催 地の 負担で ある。 しかし 指定の 宿屋、 



三日間の 戦跡 を 回顧す ると、 私が 二日 目に 三千 円の 

損失で くいとめ たの は 奇蹟であった という ことが 分る 

ので ある。 

私 は 第一 日 目に は、 競輪と いえば インチキ、 八百長 

と 見くびって、 もっぱら 大穴 を 狙い、 本命 や 対抗 を 頭 

にした 券 を 一度 も 買わなかった。 そして、 全部 失敗し 

たので ある。 

結局 十二 レ ー ス のうち、 十一 レ— スま では、 本命 か 

対抗が たいがい 頭に はいって、 これ は 先ず 外れる こと 

、、ゝ ヽ * ヽ 。 

カづ ノレ 



当らない の は 一 一着な ので ある。 

そこで 二日 目 は 本命、 対抗、 もしくは 穴と 思われる 

有望な の を 頭に おいて、 二着 を 一 から 六まで 全部 買つ 

てみ る ことにした。 つまり、 本命が 二番、 対抗が 五番、 

穴が 六番、 



1 3 4 5 6 

2 2 2 2 2 

1 2 3 4 5 6 

------ 

5 5 5 5 5 5 

1 2 3 4 5 6 

------ 

6 6 6 6 6 6 



売上げ が 六 千 枚 前後で、 四十 五 万円ぐ らい を 配当に 払 

い 戻す ことになる ヮケ だが、 どの 券 も 最低 十三 四 枚 は 

売れて おり、 十 枚 以下と いう ことがなかった。 した 

がって、 売れ 行の 最少の 券に 配当が ついても、 三 万 何 

千円が 最高の 配当で、 どんな 番狂わせ でも それ以上の 

配当 は 望みがなかった ヮケ である。 

三 万円の 軍資 金を使えば、 大穴ので る 限り は、 必ず 

大穴が 当る。 その代り、 その 日、 大穴が でなければ、 

損 をす る Y とになる ので ある。 

私 は 三日 目に この 原理 を 利用して、 たちまち 一万 五 

千円ば かり 空費した が、 五レ— スを 終っても、 穴が で 



云われ、 事実、 その 通りで あつたが、 これ も 売り上げ 

の 数字 表 を 見る と 化けの皮が あらわれ、 大 番狂わせの 

レ ー スは 午後 も 行われて いるの だが、 一度 大穴が でる 

と、 みんな 穴 を 狙いだ し、 又、 午後に なると 自然 焦つ 

て、 多くの 人が 穴 を 狙いだ すので、 どんな ボロ 券に も 

相当数の 買い手が ついて、 大 番狂わせの 配当率が グッ 

と 下って いる だけの こと だ。 

だから、 穴 狙い を やる の だったら、 レ— スを 見る よ 

リも、 車券の 売り上げの 数字 表 を 見る こと だ。 総 売り 

上げと、 一 番 買い手の 少ぃ 券の 数 を 見て、 配当 を 計算 

すれば、 その 日、 大穴が でる か、 出ない か、 すぐ 分る _ 



る 人で はない。 二 千 来。 

フォ ー カス 番号 番号 姓名 人気 

1 1 白太 郎 入着ノ 見込 ミ 

ァリ 

2 2 田 川 博 一 対抗。 ァ ルイ 

ハ 一 着 

3 3 赤ニ郎 マズ 見込 ナシ 

4 4 黄三郎 油断 ナラ ヌ。 

穴 

5 青四郎 コ レモ 曲者 



5 



6 小 林来紀 本命。 マズ負 



ケ マイ 

者 

ァリ 



7 ^五郎 マズ 見込 ミナ 



8 緑六郎 新人 ナガ ラ曲 



9 橙七郎 古強者。 戦歴 



競輪の 小 林と いえば、 横 田と 並んで、 ニ大 横綱。 レ— 

スを棄 てない 名 選手で も ある。 これ を 本命と みるの は 

当然。 次に、 田 川、 これ 又、 名 題の 名 選手で、 対抗 は 



充分で ある。 

一 番の 白太 郎、 四番の 黄三郎 など も 曲者 だが、 小 林、 

田 川 は 対抗す ると は 思われな いから フォ ー カスの 本命 

は 

2 

5 

か、 又は、 その 裏の 

5 

2 

であり、 車券の 大多数 は そこに 集る。 そのほかに、 

穴と して、 

4 14 1 

5 5 2 2 

など も 相当の 人気が ある。 6 に 目 をつ けて いる 人 も 



かなりい るが、 3 の 赤 一 一郎 は 大穴 狙いの 商売人が 買つ 

ている だけ だ。 3 と同じように 全然 人の 注意 を ひかな 

いのは 個人 番号 七の 黒 五郎 だが、 これ は フォ— カスと 

して は 小 林と 組にな つ ている から、 一 層 問題に ならな 

ヽ 

レ 

ところが 一 大 混戦と なり、 小 林 は 包まれて 出られず、 

田 川が トップ をき つていた が、 ゴ— ル 前の 混戦に、 アツ 

と いう まに 横から とびだした 黒 五郎が 優勝して しま つ 

た。 

「アツ。 七番 だ！」 

しかし、 次の 瞬間に、 



「ヮ ッ。 五 I 二。 当った。 当った」 

と、 どよめきが 起る。 本命の 小 林 は 負けた けれども、 

フォ ー カスで 小 林と 組になつ ていた 黒 五郎が 優勝した 

から、 本命の 五 I 二 は 動かなかった わけ。 観衆の 大多 

数 は 五 I 二 を 買って いるから、 当った、 当った、 と大 

よろこびで、 本命 の 小 林が 負け、 名もない 黒 五郎が 勝 つ 

たこと が、 全然 問題に ならない。 

競輪の 観衆の 大部分が フォ— カス を 専門に 買い、 単 

複は フォ— カスの 十分の 一 ぐらいし か 売れない のが 普 

通 だから、 フォ ー カスの 本命が でれば、 大多数 は 満足 

で、 文句ので る 余地 はない。 



て、 突然 実力 いっぱい 発揮して、 逃げき つて、 勝つ。 

これなら、 分る。 

しかし、 それまで 弱い 選手、 そして、 その後 も 弱い 

選手が、 一 度 だけ 逃げき つて 勝つな ど、 いう こと は 有 

りうべ きこと ではない ので ある。 

いっか 神宮 競技場で 行われた 日独 競技の 八 百 来で、 

それまで ピリだった ドイツ 選手 (たしかべ ルツ ァ ー 

だった と 思う が) 最後の 二百 来で、 グイく と 忽ち 二 

着 を 五十 米 も ひきはなして 勝って しまったが、 実力の 

差 はそう いう もので、 強い 選手 は 必ず 追いぬ くし、 追 

いぬかれない 選手 は、 それだけの 実力が あるに きまつ 
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